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チャイルドの住む国 
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面    積： 328.7 万 km2  （日本の約 9倍） 

人    口： 10 億 2,874 万人（2001 年国勢調査） 

首    都：   デリー 

公 用 語： ヒンディ語、 

他に憲法で公認されている州の言語が 17 

通    貨： ルピー 

人口構成： インド・アーリヤ族、ドラビダ族、モンゴロイド族等 

宗    教：   ヒンドゥー教徒 80.5％、イスラム教徒 13.4％、 

キリスト教徒2.3％、シク教徒1.9％、仏教徒0.8％、 

ジャイナ教徒 0.4％（2001 年国勢調査） 

＜歴史＞ 

16 世紀に繁栄を極めたムガール帝国が衰退すると、東

インド会社による支配を経て、英国の直轄統治が始まり

ます。英国の過酷な支配の下、マハトマ・ガンジーを先頭

に抵抗運動が展開されました。1947 年、ついにインドは

パキスタンと分離した形での独立を勝ち取りました。しか

しながら、独立後もパキスタン国境付近で激しい民族･宗

教対立が続き、現在でもカシミールの領有権をめぐって

両国の間で緊迫した状態が続いています。 

＜政治＞ 

インドは連邦共和制の国であり、25 の連邦州と７つ

の中央政府直轄地で構成されています。また議会制

民主主義を採用しており、国家元首は大統領、連邦

政府の長は首相です。立法機関は上院（ラジサバ）

と下院（ロクサバ）の 2 院から成ります。州政府に強

い権限が与えられ、教育や都市開発などに関して

は、ほとんど州政府が決定しています。国民は 18 歳

で参政権を得ることができます。 

＜経済＞ 

インドの主要産業である農業、工業、鉱業、ＩＴ産業

のうち、労働人口の 3 分の 2 は農業に従事していま

す。一方、IT技術者の海外進出や、ムンバイ（旧ボン

ベイ）を拠点とした映画産業などの発展が目覚しく、

高い経済成長率を維持しています。その一方で貧富

の差は更に拡大し、人口の約 30％が収入をすべて

食費に充てても充分なカロリーが摂取できない貧困

状態にあります。 

＜保健事情＞ 

乳幼児死亡率は 1970 年の 1,000 人中 137 人から、

2007 年には 74 人にまで減少しました。しかし母親の

栄養不良や貧血に起因する低体重などが原因で、こ

れ以上の改善は遅々として進みません。 

また、プランが活動する地域では全ての予防接種を

受けた子どもの割合は 36％に過ぎず、全国平均を下

回っています。 

＜地理・気候＞ 

インドは、西をパキスタン、北をアフガニスタン、中国、ネ

パール、ブータンに、そして東をミャンマーに囲まれた広

大な国です。またバングラデシュを取り囲むように、東へ

領土が広がっています。季節は、10～3 月の乾季、4～5

月の酷暑期、6～9 月の雨季に分けられます。人々の生

活は、雨をもたらす季節風に大きく依存しています。 

2008.5 作成 

インドってどんな国？ 

＜教育事情＞ 

インドでは、州によって教育制度が異なりますが、以下は

比較的多い制度の一例です。 

  ①幼稚園（3～5歳）   ②小学校（1～5年生） 

  ③中学校/前期（6～8年生）、後期(9～10 年生) 

  ⑤高等学校（10～12 年生） ⑥大学／大学院 

政府は小学校を義務教育にしていますが、低所得階層

にとっては学齢期の子どもも労働力であるため、学校に

行くより働かされることが多く、たくさんの子どもが学校に

通えない、あるいは中途退学せざるを得ないのが実状で

す。 

インド 



- 2 - 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜データで見るインド＞ 

国名 5歳未満児

死亡率 

（1,000人あ

たり） 

低出生体

重児出生

率（％） 

平均余命

（歳） 

小学校の第1学年

に入学した生徒が

第 5学年に在学す

る率（％） 

成人の

総識字

率 

（％） 

改善された水

源を利用する

人の比率

（％） 

1 人あたり

のGNI（米ド

ル） 

1 日 1米ド

ル未満で

暮らす人の

比率（％） 

インド 74 30 64 79 61 86 720 35 

日本 4 8 82 -- -- 100 38,980 -- 

出典：ユニセフ世界子供白書 2007 より 

*注）GNI (Gross National Income)とは「国民総所得」という。1 人あたりの GNI は、国民総所得を年央の人口で割って算出したもの。 

インドの識字率は 61％ですが、男性が 73％、女性が 48％と、男女の差が大きいのが特徴です。 

＜家族＞ 

インドでは大家族制が一般的です。祖父母、両親、子ど

もの三世代同居が基本ですが、親戚が同居することも

あります。南部や北東部の一部の州を除いて、父親もし

くは年長の男性を家長とする家父長制をとり、彼らがす

べての決定権を持ちます。家族会議では通常子どもと

女性はただ聞くのみで、意見を言う機会があまりありま

せん。 

＜衣服＞ 

女性はサリーやパンジャビー･ドレスが伝統的な服装で

す。サリーは長さ 5.5 メートルの一枚布を体に巻きつけ、

残りを肩から垂らします。パンジャビー･ドレスは、膝丈ぐ

らいのブラウスにズボンを組み合わせたものです。子ど

もたちは、女の子はクルタ（長くゆったりとしたシャツ）に

パジャマ（細いズボン）、男の子はシャツにズボンが一般

的です。多くの州では、宗教的な理由により、男の子は 5

歳になるまで髪を切りません。5歳（地域によっては3歳）

になると行う宗教儀式の後で、ようやく髪を切ります。 

＜食事＞ 

主食は小麦でできたパンや米などの穀物です。北部で

はチャパティと呼ばれるパンを、南部では米を食べます。

これらに、豆や野菜のカレーを添えて食べるのが一般的

です。ヨーグルトソースにヒヨコ豆のだんごを入れた料理

や、香辛料で味付けしたジャガイモ、レンズ豆の団子な

どは、米やロティと呼ばれるパンとよくあいます。食事の

際は手や顔を洗って、お祈りをしてから食べます。左手

を使わず右手だけで食べます。 

 

＜住まい＞ 

人口の急激な増加により、都市部では劣悪な環境のスラ

ムが拡大しています。スラムでは木や泥で骨組みを作

り、トタンや麻袋、ダンボールが屋根がわりの質素な家

がほとんどです。部屋は1つで通気性に乏しく、照明もほ

とんどありません。農村部では草葺か瓦葺の屋根に土壁

かレンガ、牛糞で塗り固められた床の家が多く見られま

す。床に敷かれた質素なマットレスは家族で共有します。

やはり換気は十分でなく、電気を引くことができる家は少

数に留まっています。 

＜祝祭日＞ 

どの地域にも土地に根づいた様々な祭りがあり、日々の

単調な生活に潤いを与える祭りはとても大切な年中行事

です。ヒンドゥー教、イスラム教などの宗教的なものの他

に、自然や農業と結びついたものも多く、各地で熱狂的

に祝われます。主な祭りは以下の通りです。 

 

1 月 26 日  共和国記念日 

   1950 年の共和国憲法発布を祝います。 

3 月 26 日  ホーリー 

北インドを中心に、春の到来を祝うお祭り。人々は

色粉や色水を互いにかけあい、熱狂的に祝います。 

5 月 20 日   ブッダ・プルニマ 

   お釈迦様の誕生、死と啓発を祝う祭り。 

8 月 15 日  独立記念日 

10 月 2日  マハトマ・ガンジー生誕日 

10 月     ドゥルガー・プージャ 

ラーマ王子が魔王を退治した日を祝います。また東

部では、ドゥルガー女神が魔王退治に協力したこと

を祝います。インドの祭りの中でも、一番人気のお

祭りです。 

11 月     ディーワーリー（ディーパーワリー） 

富と幸運の女神ラクシュミを祝うお祭り。女神を家に

招いて祝福を受けられるよう、門にディーパ（ランプ）

を灯して祝います。 

 

インドの人々の暮らしを知ろう 
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▼北部地区統括事務所管轄 
209  ﾃﾞﾘｰ(CASP) 
254  ﾙﾝｶﾗﾝｻﾙ(URMUL) 
255  ﾊﾞｯｼﾞｭ(URMUL) 
264  ﾎﾞﾊﾟｰﾙ(CASP) 
258  ｶﾞｲﾙｻｲﾝ(SBMA) 
262  ﾑｻﾞﾌｧﾙﾌﾟｰﾙ(ADITHI) 
265 ﾏﾊﾗｼﾞｶﾞﾝｼﾞ(GNK) 
776 ｳｯﾀﾙｶｼ(SBMA) 
777 ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ（SEVA MANDIR） 

▼南部地区統括事務所管轄 
204  ｶﾗﾝｼﾞｱ(CYSD)  
250  ﾌﾟｰﾅ(CASP)   
256 ﾆｻﾞﾏﾊﾞﾄﾞ(SAMSKAR)  
257 ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾜﾀﾞ(ASM)  
259  ｺﾗﾌﾟﾄ(PREM)  
283  ﾁﾘｶ(PREM)   
284 ｸﾘｼｭﾅ( ASM) 
206  ﾀﾞﾙﾏﾌﾟﾘ(MYRADA) 
242 H.D.ｺﾃ(MYRADA) 

＊2007 年 12 月で活動終了 
244  ﾏﾀﾞｶｼﾗ(MYRADA) 

＊2007 年 12 月で活動終了 
260 ﾃﾞｵﾄﾞｩﾙｸﾞ(SAMUHA) 
783  ﾊｲﾃﾞﾗﾊﾞｰﾄﾞ 
（カッコ内は共に活動するパートナーNGO名です） 

 

 

活動開始年  ：1979 年 

チャイルド数      ：74,197 人（2007 年 6 月現在） 

国統括事務所  ：デリー 

活動地域   ：21 ヶ所 

           
 

インドでのプランの活動 

＜プラン・インドが取り組む課題 ～児童労働を減らし教育を受ける機会の拡大と HIV/エイズへの意識向上～＞ 

インドは世界で最も児童労働の多い国です。数百万人の子どもたちが、路上で生活したり、労働搾取、児童売買の

被害にあっています。最近になってようやく、女性や子どもの人身売買防止運動が盛んになり、児童保護という考え

方も確立されつつあります。プラン・インドはすべての子どもたちが学校に通い、質の高い教育を受ける機会を得る

ためのプログラムを実践しています。中でも、性別や身分、民族で差別された子どもたちへの教育の普及に重点的

に取り組んでいます。 

また、インドは世界で2番目に多くのHIV感染者を抱えています。プラン・インドは、子どもたちが主体的にプロジェク

トに参加する手法を用いながら、危険にさらされ易い子どもや青少年を中心にHIV感染予防の情報を提供したり、コ

ミュニティ単位で予防や感染者の保護が行えるような人材育成と組織の強化に取り組みます。 




